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研究成果の概要（和文）：本助成により、植物ホルモンオーキシンが植物内で引き起こす分解シ

ステムを、異種真核生物に移植することに成功した。これにより、非植物細胞において標的タ

ンパク質をオーキシン依存的に分解除去することが可能になり、私たちは本手法をオーキシン

誘導デグロン（AID）法と命名した。私たちは本手法が出芽酵母、分裂酵母、ニワトリ DT40
細胞、マウスおよびヒト培養細胞で機能することを確認し、その成果を論文公表した。さらに、

本手法を利用して、出芽酵母内の因子の機能解析に応用し、その成果を論文公表した。また、

改良版 AID法を開発することに成功し、特許申請を行った。 
 
研究成果の概要（英文）：We have successfully transplanted a plant specific degradation 
pathway, that is controlled by the plant hormone auxin, to non-plant cells.  This new 
technology, termed the auxin-inducible degron (AID) system, allows us to deplete a protein 
of interest in an auxin dependent manner.  We showed that AID works in budding and 
fission yeasts, as well as in chicken DT40, mouse and human cells, and the results were 
published.  We also applied the AID technology for the characterization of proteins in 
budding yeast and the results were published.  Moreover, we successfully made an 
improved version of AID and applied for a patent.   
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 直接経費 間接経費 合	
 計 
2009 年度	
 7,500,000	
 2,250,000	
 9,750,000	
 

2010 年度	
 5,200,000	
 1,560,000	
 6,760,000	
 

2011 年度	
 3,800,000	
 1,140,000	
 4,940,000	
 

2012 年度	
 3,200,000	
 960,000	
 4,160,000	
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総	
 計 19,700,000	
 5,910,000	
 25,610,000	
 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：ゲノム科学・応用ゲノミクス 
キーワード：条件特異的変異株 
 
１．研究開始当初の背景 
細胞内の特定のタンパク質を即座に分解す
ることで発現コントロールするオーキシン
誘導デグロン（AID）システムを構築した。

これは植物特有のオーキシン依存分解系を
他種真核生物に導入することによりなされ
た。AID法は出芽酵母では、実際にオーキシ
ン感受性変異株を作成することができるこ
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とが示されていた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、培養細胞レベルで AIDを
利用した条件特異的変異細胞を作成する技
術を完成することである。また、より挑戦
的ではあるがその技術をマウスなど個体レ
ベルへの応用にむけた技術開発もおこなう。
これら技術は、今後 ES 細胞を用いた基礎
研究に応用することで、多くの研究に役立
つことが期待される。	
 
 
３．研究の方法 
出芽酵母を材料として開発した AID法を動
物培養細胞において利用するために、遺伝子
改変の可能なニワトリDT40細胞を利用して、
標的因子に AIDタグを付加した細胞株を樹
立し、AID法の機能性を確認する。また、遺
伝子改変ができない通常の培養細胞に対し
て、AID法を利用する方法を開発する。また
マウスレベルにおいて利用するための方法
を開発する。 
 
４．研究成果	
 
DT40細胞においてAIDの機能性を複数の因
子に関して確認した。キネトコアタンパク質
CENP-H に対して、AID 株を作製したとこ
ろ、オーキシン添加により CENP-Hは 30分
で分解除去され、一細胞周期以内にM期進行
阻害が観察された。これら研究成果は、AID
法 の 開 発 と 合 わ せ て 論 文 公 表 し た
（Nishimura et al., Nature Methods, 2009）。
その他、MCM-BP, MCM8, MCM9など他の
因子に対して AID株を作成したが、いずれの
場合も 30 分程度で標的タンパク質を分解除
去することが可能であった。現在、これら因
子の機能解析を進めている。 
遺伝子改変できないヒト細胞においては現
在、新たに登場したゲノム編集法と組み合わ
せることで、AID株作成に挑戦している。マ
ウスレベルにおける活用に関しても、現在共
同研究で研究を進めている。 
その他、分裂酵母における AID法が機能する
ことを示した（Kaneke et al., BMC Cell 
Biology, 2011）。出芽酵母において、AID法
を利用することで、複製因子 Mcm10が複製
開始反応に機能するメカニズムを明らかに
し、論文公表を行った（Watase et al., 
Current Biology, 2012）。その他、共同研究
として、AID法を利用した機能解析で複数の
論文を発表した（Renshaw et al. 2010. 
Masumoto et al. 2011）。また、従来の AID
法を改良して、より小さなデグロン（ミニデ
グロン）の開発に成功し、これを使って高効
率な改良型デグロンも作製し特許申請を行
った。 
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